


b.暗 黙 な関係 と明白な関係

暗黙の関係:所 有 した り,管 理 した りす る管理対象の名前で決 ま る

関係

明白な関係:関 係属性 によ って関係付 け られ る関係

A岡 AB

匿『 ・

図3.21明 白 な 関 係

② 関 係 の 種 類

・ サ ー ビス関 係:サ ー ビス提 供 者 の 関 係 。

対 等 関 係:二 つ の管 理 対 象 の 関 係 が 対 等 な関 係。

バ ッ クア ップ 関係:現 用 と予 備 の 関 係 。 故 障 時 にバ ッ クア ップ さ れ

る。

グ ル ー プ関 係:グ ル ー プ対 象 とそ の メ ンバ ー オ ブ ジ ェ ク トの 関 係 。

トポ ロ ジカ ル関 係:二 つ の 管理 対 象 の 間 が空 間 的 ま た は トポ ロ ジカ

ル結 合 で定 義 され る関 係 。

③ サ ー ビス機 能

CREATE-RELATIONSHIP明 白な 関 係 の 作 成 の 要 求

DELETE-RELATIONSHIP明 白な 関 係 の 削 除 の 要 求

CHANGE-RELATIONSHIP:関 係 属 性 値 の 変 更 要 求

DISPLAY-RELATIONSHIP:関 係 属 性 値 の 取 り出 し要 求

REPORT-RELATIONSHIP-CREATION:関 係 属 性 が 生 成 され た こ との 報 告
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闇

闇

圏
図3。22多 数 対多数 の明白な関係

A 圏
AR

圏
二
つ三 層 RB

圏 B

図3.23非 対称 の関係 を表す管理オ ブジェク ト

A 圏
AR

R

團
RB

圏 B

図3,24対 称 の関係を表す管理 オブ ジェク ト
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REPORT-RELATIONSHIP-DELETION:関 係 属 性 が 削 除 さ れ た こ と の 報 告

REPORT-RELATIONSHIP-CHANGE:関 係 属 性 が 変 更 さ れ た こ と の 報 告

[CMISと の 関 係]

CREATE-RELATIONSHIP,DELETE-RELATIONSHIP,

CHANGE-RELATIONSHIP←M-SET

DISPLAY-RELATIONSHIP←M-GET

REPORTY-RELATIONSHIP-CREATION,

REPORT-RELATIONSHIP-DELETION←M-EVENT-REPORT

REPORT-RELATIONSHIP-CHANGE←M-EVENT-REPORT

3.3.4障 害管理サー ビス

lSO/IECJTCl/SC21/WG4N587August.19886thWD

(1)障 害 管理で規定す る機能

① エ ラー報告 と情報検索機能

エ ラー報告

閾値超過報告

カ ウ ンタ,ゲ ー ジ,閾 値情報 の取得

② 信頼性 と診断試験

管理 対象 に対す る試験 の実行 を指示 す る機能

試 験結果報告

試 験の取 り消 し

試 験結果の取得

③ 管理サ ー ビス制御

障害報告のみ な らず,事 象報 告すべ てに対 す る制御機能 を規 定

管理対象の振 る舞 いを制御(事 象報告 や ログをす るのか しないのか等)
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(2)エ ラー 報 告 と情 報 検 索 機 能

要 件

① 障 害 の 発 生 と関連 情 報 を 標 準 的 な 形 式 で 報 告 す る こ と

② 障 害 検 知 の 機構 を提 供 す る こ と

③ 障 害 発 生 に 関 す る統計 情 報 を計 算 し,引 き続 きそ の よ う な統 計 情 報 を

要 求 で き る こ と

障 害 の モ デ ル

① エ ラ ー タ イ プ(と,推 測 原 因)

OBJECTIDENTIFIER

通 信 障 害(INTEGERO)

(信 号 の 紛 失,フ レー ム誤 り,伝 送 誤 り,呼 設定 失 敗,等)

サ ー ビス 品 質 障 害(INTEGERl)

(応 答 時 間 オ ー バ ー,キ ュ ー サ イ ズ オ ーバ ー,帯 域 減 少,再 送 比 率 オ

ー バ ー ,等)

処 理 障 害(INTEGER2)

(デ ー タ改 ざん,バ ー ジ ョン不 一 致,メ モ リ不 足,等)

装 置 エ ラ ー(INTEGER3)

(電 源,ク ロ ック,プ ロセ ッサ,回 線 カ ー ド,等)

② 重 度(Severity)

INTEGER

1固 定 構 成 管 理 で 規 定 す るDisable状 態 に遷 移 し,そ れ 以

後,利 用 者 に よ る使 用 を禁 止 す る。

Permanentこ の重 度 の た め に"Backup状 態"が あ る。

2間 欠 電源 の 瞬 断 な ど障 害 に陥 った が処 理 が 継 続 さ れ て い

る。

Intermittentこ の 重 度 の た め に"閾 値"の 機 構iが あ る。
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③

④

⑤

⑥

⑦

3過 渡 少 数 パ ケ ッ トの 紛 失 に対 す る再 送 な ど サ ー ビス レベ

ル は低 下 した が 正 常 終 了 した。

Transientこ の 重 度 の た め に"ゲ ー ジ"の 機 構 が あ る。

傾 向 暗 示(BOOLEAN)

病 状 が 悪 化 した か ど うか 。

診 断情 報(ANY)

障害 時 の カ ウ ンタ値,閾 値,構 成 情 報 。

Backup状 態(BOOLEAN)

故 障 した管 理 対 象 が 二 重 糸 に切 り替 わ った か ど うか 。

提 案 修 復 動 作(ANY)

障 害 が 発 生 した シス テ ムで 示 唆 で き る解 決 方 法。

他 の情 報(ANY)

呼 び 出 し先,通 信 相 手 な ど。

エ ラ ー 報 告 サ ー ビ ス

パ ラ メ ー タ →CMIS

↓

M-EVENT-REPORT

エ ラ ー タ イ プ →EventType

推 測原因 コー ド

重度

傾向暗示

診断情報

Backup状 態

提案 修復動作

閾値情報

他の情報

→EventInfo
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エ ラー情報検 索サー ビス

パ ラメー タ →CMIS

↓

M-GET

エ ラー カウ ンタ値 →Attribute

初期 化時刻 →Attribute

ラ ップ値 →Attribute

(3)信 頼性 と診断試験機能

要件

① 接続性試 験

PE間 の接続性の検証を行 う能力 を提供す る。

② プ ロ トコル完全性試験

特定のPDUNO転 送順序 を指定 し,応 答を監視す る能力を提供 す る。

③ 機能試験

あ る層 のある システ ムにお ける特定の機能が正常 に動作 して い ること

の検証 を行 う能力を提 供す る。

④ 診 断試 験

兆候情報 に基づ いて,ど の要 素が不 良かを決定す る能力を提供す る。

⑤ 性能試験

管理対象の性能 を測定 す る能 力を提供す る。 データ飽和/接 続飽和/

応答時 間試験等

試 験 機 能 の モ デ ル

① 環 境

試 験 指 示 者(TestConductor)

試 験 実 行 者(TestPerformer)

第 一 次 試 験 実 行 者 に対 して 第二 次 試 験実 行者 が いて 接 続 性 の試 験 を
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行 う。試験実行 者は"試 験対 象"と 呼ばれ る。

② 試験状態

(a)ア イ ドル

(b)開 始

(c)試 験 中

(d)報 告 中

(e)終 了

③ 試験識別

試験 クラス

試験指 示者

試験 インス タ ンス

④ 試験対 象識 別

試験指 示者 は試験中 に試験実行者 を識 別す る必要が ある。

⑤ 試 験の開始

開始 要求のパ ラメー タ

(a)第 二次試験実行者の識別

(b)試 験 クラス固有のパ ラメー タ

⑥ 返却機構

(a)暗 黙の報告 と終了の合体

㈲ 暗黙の報告 と暗黙の終 了

(c)暗 黙の報告 と隅の終 了

(d)隅 の報告 と暗黙の終 了

(e)隅 の報告 と隅 の終了

暗黙の報告:定 義済事 象発生時 に報告

・ 隅の報告:試 験指示者 か らの要求直後 に報告

・ 暗黙の終 了:定 義済事 象発生時 に終 了

・ 隅の終 了:試 験指示者 か らの要求直後 に終 了
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⑦ 試験の報告

隅の報告 時,必 要 なパラメー タ

(a)ユ ニー クな試験識別

⑧ 試験の終 了

隅の終 了時,必 要 なパ ラメータ

(a)ユ ニー クな試験識別

(b)報 告 を終了 させ るか否かの論 理値

⑨ 試 験テ ンプ レー ト

すべての試験 に共通 な特性

試 験対象 と しての管理対象の定義 に含 まれるもの

(a)試 験状態属性

試験 クラスの定義に は以下の もの を含む

(b)試 験の 目的

(c)試 験 クラス識 別子

(d)使 用す る返却 機構の型

(e)暗 黙の報告/終 了の定義済事象

(f)そ の試験固有 のパ ラメータ

(9)試 験実行者間の関係 と,そ れ らの間の相互動作

(h)報 告の内容

⑩ 混合試 験

各 クラ スの試 験を混合 して使用す る こともで きる。

試 験サ ー ビス

接続 性試験

デー タ完全性試 験

プ ロ トコル完 全性試験

デー タ飽和試験

↓

↓

↓

↓

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION
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接続飽和試験

応答時間試験

仮想折 り返 し試験

機能試験

診 断試験

(4)管 理 サー ビス制御機能

要件

①

→

→

→

→

→

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

事 象報告 を選択可能 にす る

事象報告 デ ィス ク リミネー タ

② 事象報告 の宛先(管 理 システム,ロ グ等)

③ 特定の管理 システムや管理対象 に有効 なサー ビスを規定 した

サ ー ビスアクセスデ ィス ク リミネ一 夕

④ 事象報告 による幅較を防止す る機構

⑤ 事象 ログの確立 と管理

⑥ 事 象報告 デ ィス クリ ミネー タやサ ー ビスアクセスデ ィスク リ ミネ一夕

の基準 を外部 システムか ら変更す る能力

管 理 サ ー ビス制 御 モ デ ル

① 管 理 サ ー ビス制 御 デ ィ ス ク リ ミネ ー タ

・ デ ィス ク リ ミネ 一 夕 に関 連 す るサ ー ビス 利用 者 の識 別 子

・ 操 作/通 知 が 有 効 な基 幹 の 開 始 時 刻 と終 了 時 刻

・ 各 デ ィス ク リ ミネ ー タに 固 有 の もの

② 事 象報 告 デ ィス ク リ ミネ 一 夕

・ この デ ィス ク リ ミネ 一 夕がactive/inactive

・ 管 理 対 象 名

・ 事 象 タ イプ

・ 事 象 に固 有 の 属 性(重 度,Backup,原 因,診 断,等)
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③ サ ー ビ ス ア ク セ ス デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕

・ こ の デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕 がactive/inactive

・ 管 理 対 象 名

・ 許 さ れ る 管 理 操 作 の 集 合

・ ア ク シ ョ ン タ イ プ

・ ア ク セ ス 制 御 パ ラ メ ー タ

管 理 サ ー ビ ス制 御 サ ー ビス

① 管 理 サ ー ビス制 御 開 始 サ ー ビ ス

パ ラ メ一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィ ス ク リ ミネ ー タ構 成

管 理 利 用 者 識 別 子

デ ィス ク リ ミネ 一 夕状 態

→M-CREATE

開 始 時 刻(GeneralizedTime)

終 了 時 刻

② 管 理 サ ー ビス制 御 終 了 サ ー ビ ス

パ ラ メ一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

③ 管理 サ ー ビス制 御 中断 サ ー ビス

パ ラ メ 一 夕

デ ィス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィス ク リ ミネ 一 夕状 態 属 性

④ 管 理 サ ー ビス 制 御 再 開 サ ー ビス

パ ラ メ 一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィ ス ク リ ミネ ー タ状 態 属 性
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⑤ ロ グ取 得 開 始

パ ラ メー タ

管理 対 象=ロ グ

ロ グID

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕構 成

生 成 時 刻

開 始 時 刻

終 了 時 刻

⑥ ロ グ取 得 終 了

パ ラ メ ー タ

管 理 対 象=ロ グ

⑦ ロ グ取 得 中断/再 開

furtherstudy

⑧ ロ グ属 性 の 変 更

パ ラ メ ー タ

管 理 対 象=ロ グ

⑨ ロ グ属 性 の 検 索

パ ラメ ー タ

管理 対 象=ロ グ

⑩ ロ グに 関 す る事 象 報 告

furtherstudy
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3.3.5管 理 情 報 構 造

OSI管 理 で は,管 理 情 報 を取 得 ・変更 す る こ とに よ り,管 理 対 象 を 監 視 ・

制御 す る。 これ に対 してSMI(P1410BBB)で は個 々の 管 理 情 報 の 定 義 と,管

理 情 報 に 対 す る種 々操 作 方 法 に対 す る共 通 の原 則 を規 定

→ 「管 理 情 報 タ イ プ 」

(1)管 理 情 報 タ イ プ

① 状 態

② 設 定 不 可 カ ウ ンタ

③ 設 定 可 能 カ ウ ンタ

④ ゲ ー ジ

⑤ タ イ ドマ ー ク

⑥ カ ウ ンタ閾 値

⑦ ゲ ー ジ閾 値

⑧ 定 義 済 み 事 象

⑨ レポ ー ト制 御

⑩ ロ グ制 御

⑪ ロ グ

(2)管 理 情 報(例)

◎ デ ー タ リ ン ク層(LLC)

・ 最 大LLC情 報 領域 サ イ ズ

・ 送/受 信XIDコ マ ン ド数

・ 送/受 信XID応 答 数

・ 送/受 信 試 験 コマ ン ド数

・ 送/受 信 試 験 応 答 数

・ 活 性 中 コネ ク シ ョン数

・ 全 コネ ク シ ョン数
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・ 送/受 信1 ,FRMR,RRRNR,REJ,SAMEUA,

DISC,DM,数

・etc .

◎ ネ ッ トワー ク層

(コ ネ ク シ ョン レス)

PDU生 存 時 間

最 大NSDU長

破 棄PDU数

送/受 信PDU数

送/受 信PDUセ グメ ン ト数

(パ ケ ッ ト)

ウ ィ ン ドウサ イ ズ

発/着 呼 チ ャネ ル に割 当可 能 のLCN最 大 値/最 小 値

最 大 パ ケ ッ ト長

送/受 信REJ,リ セ ッ ト,リ ス タ ー ト数

etc.

◎ トラ ン ス ポー ト層

不 活 性 時 間

ロ ー カ ル再 送 時 間

ロ ー カ ルACK時 間

最 大 再 送 数

幅 較 拒 否 コネ ク シ ョ ン数

チ ェ ッ クサ ムエ ラ ーTPDU数

最 大TPDU長

送/受 信TPDU数

再 送TPDU数

送 受 信TPDUオ クテ ッ ト数
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■

■

●

再 送TPDUオ ク テ ッ ト数

ク ラ ス,ク レ ジ ッ ト,等

etc.

ManagedObject=Modemxyz

state,E 、

backup, ・Genericattributes

user,
ノ

Alarm

Report, 、

GenericActions

LoopBack ,

&Events
Test, ノ

baudrate, 、

object-class一

vendor, ・specific

attributes

serialno., ノ

dialback, 、

begin一

ObjeCt-Class－

analogue一 ・specific

ActionsandEvents

loopback一

test
'

図3.25ManagedObjectClassTemplate

aslodgedwithGDMI
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(3)一 般 定 義

① 一般 管理対象 クラス

N612:シ ドニ ー 会 議 へ の 日本 か らの 寄書 よ り

tOP

domain

system

circuit

host

Xl

Blx

6盆

麗em
analO9-E digital

lan

この 木 は 子 ノ ー ドが 親 ノ ー ドの
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② 管理対象 の体系

OSI管 理 で は,管 理対象 のイ ンスタ ンスを指 定す る命令規則 は,図2.

4で 示す方法 を取 って いる(現 在の案で あ り決定 ではない)。

例 え ばOBJECT-CLASSの 定 義 と し て

domlanOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(root,domain)

NAMES(domainlD)

::ニ4

systemOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(root,domain)

NAMES(systemlD)

::ニ5

entityOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSlBLESUPERIORS(system,entity)

NAMES(entityID)

::=1

connectionOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(entity)

NAMES(connectionlD)

::=2

と 定 義 さ れ て い る と 以 下 の よ う な 継 承 木 が 定 義 さ れ た こ と に な る 。

entity

connection

(sap)

こ の と き 考 え ら れ る 包 含 木 は

・… モlli・ ・i・モ1:i…m-Eilti,y-Eふecti・n

な ど が あ り,あ る セ シ ョ ン コ ネ ク シ ョ ン を 識 別 す る た あ に 管 理 対 象 ク ラ ス

domain,system,entity,connectionそ れ ぞ れ の イ ン ス タ ン ス をOBJECT-

CLASSマ ク ロ のNAMESで 指 定 さ れ たAttributeTypeの 組 で 区 分 す る 。

(((domainID,xxxx)),(systemID,yyyy)),((entityID,session)),

((COnneCtiOnlD,ZZZZ)))

ISO標 準 の 場 合 は,こ の 値 を

Objectlnstance::=CHOICE(

distinguishedName[2]IMPLICITDistingishedName.
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..◆)

DistingulshedName::=RONSequence

RONSequence::=SEQUENCEOFRelatlvaDistlngulshedName

RalatlveDistlnguishedName::=SETOFAttrlvuteValueAssertion

AttrlbuteValueAssertion::=SEQUENCE(AttrbuteType,AttributeValue)

AttrbuteType::=OBJECTIDENTIFIER

AttrbuteValue::=ANY

の 型 で 定 義 し て い る の で,Objectlnstanceを 識 別 す る 値 は

A2L
SEQ

OF

31L

SET

OF

30L
SEQ

06L

Attribute

Type
l

L

Attribute

Value
l

守.・

1.・ ・

の フ ォー マ ッ トとな る。 つ ま り,TypeとValueの ペ ア(SEQUENCE)の 組(SET

OF)で 各 管 理対 象 クラ スの イ ンス タ ンス を識 別 し,そ の 並 び(SEQUENCEOF)

でrootか らの構 成 に従 った 包 含 木 の パ ス 名 を指 定 す る。

図3.260SI管 理 に お け る管 理対 象 イ ンス タ ン ス識 別 方 法

Root

⊂ Domuin
(ABC)

System

ニ(東 京1)

Circuit

=(京 阪1)

この木 は,各 ノー ドを 形 成 す る

管 理 対 象 の 構 成 状 態 を 表 す の で

ContainmentTree

包 舎 木

と呼 ぶ。

Rootか らた どれ ば,OSIの

世 界 で 一 本 だ が,継 承 木 と異 な

り,網 が増 え れ ば,Domuinの

ノ ー ドが 増 え,そ の 加 入 者 が 増
'えれ ば

,SystemとCircuitが

増 え,時 々刻 々 と枝 ぶ りが 変 化

す る。

C Entity

=(PS1)

Connection

図3.27MIT-Name
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② 一 般 事 象

N613:シ ドニ ー会 議 へ の 日本 か らの 寄 書 よ り

事 象 タイ プ パ ラ メー タ

equipmentMalfunction(装 置 異 常)重 度

エ ラー情 報

バ ックア ップ

他 の情 報

softwareFrror(ソ フ ト エ ラ ー)

operationError(操 作 エ ラ ー)

errorConnectionRejection(拒 否)

errorDisconnection(エ ラ ー 切 断)

alarm(警 告)

同上

同上

同上

同上

重度

閾値情報

バ ックア ップ

他の情報

repalred(修 復)修 復 情 報

他 の 情 報

③ 一 般 属 性

N614:シ ドニ ー 会 議 へ の 日 本 か ら の 寄 書 よ り

属 性 タ イ プ

objectClass(管 理 対 象 ク ラ ス)

entitylD(エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

connectionlD(コ ネ ク シ ョ ン 識 別 子)

userEntitylD(利 用 者 エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

providerEntitylD(提 供 者 エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

構 文

OIS

CESS

CESS

CESS

CESS
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domainlD(ド メ イ ン 識 別 子)

systemlD(シ ス テ ム 識 別 子)

circuitlD(回 線 識 別 子)

portlD(ボ ー ト識 別 子)

unitlD(ユ ニ ッ ト識 別 子)

componentlD(コ ン ポ ー ネ ン ト識 別 子)

filelD(フ ァ イ ル 識 別 子)

groupID(グ ル ー プ 識 別 子)

discriminatorlD(デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕 識 別 子)

loglD(ロ グ 識 別 子)

eventlD(事 象 識 別 子)

administrativeState(運 用 状 態)

operationaiState(操 作 状 態)

outgoingConnectionEstablished(発 呼)

outgoingConnectionEstablishedThreshold(発 呼 閾 値)

serviceUSer(サ ー ビ ス 利 用 者)

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

T

S

S

S

T

N

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

G

A

O

C

C

D

CESS::=CHOICE{TeletexString,PrintableString}

CS::=INTEGER

CTS::=SEQUENCE{thresholdlevel[0]INTEGER,

comparisonValue[1]INTEGER}

ASS::=INTEGER{locked(0),unlocked(1),shuttingDown(2)}

OSS::ニINTEGER{disabled(0),enabled(1),active(2),

busy(3)}
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3.40Sl管 理 プ ロ フ ィル

OSI管 理 は,他 の プ ロ トコル と は異 な り管理 の 意 味合 いが 強 い 点 を 考 慮 す

る と,プ ロ トコル と管 理 対 象(管 理 情 報)の2方 向 の プ ロ フ ィル体 系 が必 要 と

な る。 プ ロ トコル プ ロ フ ィル に お い て は,シ ス テ ム 管理 機 能 が 実 現 で き る機能

レベ ル に よ り体 系 化 す るの が 妥 当 で あ る。 ま た,管 理 情 報 に つ い て は,実 際 に

仕 様 す る網 の種 類 な ど に応 じて 決 定 され るべ きで あ る。 これ らを考 慮 した 結 果,

OSI管 理 プ ロフ ィル体 系 は,図3.28の よ うに な るべ きで あ ろ う。OSI管 理

実 装 時 に お いて は,AP51とAP52の 組合 せ で プ ロ フ ィル を 指 定 す る こ とに な

る。

AP5

51(プ ロ トコル プ ロ フ ィル体 系)

L
511管 理 レベ ル1障 害 ・構 成 ・性 能 管 理 の 通 知,検 索

512管 理 レベ ル2全 管理 機 能 範 囲 の通 知,検 索,制 御 機 能

52(管 理 情 報 プ ロ フ ィル体 系)

521(下 位 層)

「
521xxx

網 の種 別(ISDN,バ ケ ッ ト交 換 網,LANな ど)に 依 存

522(上 位 層)

「522yyy

ア プ リケ ー シ ョ ン(MOTIS,FTAMな ど)に 依 存

523(シ ステ ム関 連)

図3.28理 想 的 なOSI管 理 プ ロフ ィル体 系

AP521yyyに つ い て は,下 位4層(物 理,デ ー タ リン ク,ネ ッ トワ ー

ク,ト ラ ンス ポ ー ト)を 縦 割 りに した現 実 に仕 様 され て い るネ ッ トワー ク形 態

ご とに 管 理 オ ブ ジ ェ ク ト/管 理 情 報 を プ ロフ ィル 化 す る。 ま た,AP522y

yyに つ いて は,上 位3層 の 各 プ ロ トコル単 位(FTAM,MOTISな ど)

に 管理 オ ブ ジ ェク ト/管 理 情 報 を プ ロ フ ィル 化 す る。

た だ し管 理 レベ ル の 分 類 にっ いて は,レ ベ ル 訳 を 含 め利 用 者 に分 か りや す い

分 類(一 つ とな る場 合 も含 め)を 目指 し今 後 検 討 して い く予 定 で あ る。
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第4章 ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す る

ア ンケ ー ト調 査 結 果





第4章 ネ ッ トワーク管理 に関するア ンケー ト調査結果

ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す るア ンケ ー ト調 査結 果

本 ア ンケ ー ト調 査 は,㈲ 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 産 業 情 報 化推 進 セ ンタ ー 内 に

設 置 のOSIユ ー ザ ー懇 談 会 参 加 企 業120社 を 対 象 に実 施 した。

調 査 期 間 は,平 成 元 年2月14日 ～3月3日,回 答 企 業48社(回 収 率40%)の

概 要 は以 下 の 通 りで あ る。

業 種

建 設 業

製 造 業

商 業 ・流 通 業

金 融 ・保 険 業

運 輸 業

電力 ・ガ ス ・水道業

情報 処理 ・情報通信 業

その他サ ービス業

官 公 庁 ・団 体

計

回答社数

2

16

6

3

1

3

12

3

2

48

VANサ ー ビスの登録 社 数

① 特 別 第2種

② 一 般 第2種

③ 登録 していない 31

一

VAN事 業 の実 施 社 数

① 行 っている

② 関連会 社に対 してのみ行っている

③ 行 っていない

7

8

2
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ネ ッ トワー ク シス テム の 状 況

(a)ネ ッ ト ワ ー ク 形 態

分散

ネ ットワーク型

5社

(10、0%)ホ ス ト/

ネッ トワー ク分

回答48社

(b)接 続 形 態

行 って

異 な る メー カ ー
〔1)機 器 間 で の ネ ッ

トワ ー ク接 続

/行 って い る ＼/い な い

%繰 〃1㍑,%)

他社 との ネ ッ ト{2}

ワ ー ク接 続

海外 との ネ ッ ト〔3)

ワ ー ク接続
回答:48社
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ネ ッ トワ ー ク の 統 合

音

声

系

(35社)

F

A

X

系

(27社)

画

像

(13社)

言

タ
ス

(11社) その他(3社)

デ ー タ 通 信(48社)

(注)本 図 は,デ ータ通 信 をベ ース に回 答37社 の統 合 して

い る もの を個 別 に カ ウ ン トした もの 。

従 って,複 数 の 統 合 の組 合 せ を現 わ す もの で は な い 。
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ネ ッ トワー ク構 成 の 異 種 性

回答会社

25

20

15

10

1社 2社 3社 4社 5社 6社7社

ベ ンダ ー数

8社 9社 10社
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ネ ッ トワ ー ク運 用 管 理 の た め の 専 門 組 織

外部に依頼 した方が コス

ト的に有理

内部に技術者がいない

特別な組織はないが,担

当者は存在する

専 門の組織 があ る

31社(646%)

①

②

③

④

専 門 組 織 の 役 割

専門組織の人数

①1人 ～4人

②5人 ～10人

③11人 以 上

外部(ベ ンダー ・業 者等)と の窓 口

ネッ トワーク監視(障 害 監視 ・使用状 況監視等)

ネッ トワーク制 御(回 線ル ー ト・装置 の切 り替 え等)

ネッ トワークに関す るパ ラメータ値の変更,ジ ェ不

レー ション等

障害発生 時の原 因切 り分け

ネッ トワーク構 成要素(回 線,機 器等)の 設 置場所,

数等 に関す る管 理

課金 デー タ ・障害デ ー タ ・性能 デー タ等 の統計的 な

管理

27(87.1%)

25(80.6%)

19(61.3%)

21(67.7%)

23(74.1%)

28(90.3%)

(重複回答)
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ネ ッ トワーク構成機器 の管 理主体

ホ ス トコ ン ピュ ー タ

情報処理部門

(ネットワーク運用
管理部門等)

非情報処理部門
(総務部門,

(ユーザー部門)

外 部 の 業 者

(メーカー,べ 一夕一等)

45社

社

回答48社

通信制御装置[二 二=三[==コ 町 ㍉ 社

パ ケ ッ ト交換機

多 重 化 装 置

モ

P

デ

B

ム

X

回 線(デ ー タ)

回 線(音 声)

構 内 回 線

D

L

A

A

14社 5社

34社

46社

〃19社

4社3社 〃41社

1

社
〃46社

16社

43社

20社 3社 〃39社

日3
社

22社 20社

30社

〃48社

〃44社

1

社
〃48社

・[二]一 〃斑
N 28社 4社 〃32社

端末制御装置[二二 二 二三 二==國 〃鮒

端 末[=二 二ー 〃蝿
(注)斜 線は管理の主体が総務部門である

傾向が強いもの
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ネ ッ トワー ク管 理 機 能 の 重 要 性

重要

0

1

＼

43社

35社

＼
＼

37社

＼
22社

21社

3社
6社

13社 会
計
管
理

1

2社

構成

管
理

障 機
害 密
管 管
理 理

1社

性
能
管

理

(注)グ ラフは各々の機能の重要性評

あまり重 要 でない

回答48社

重 要 性 の 高 い も の か ら,a:2,b:1,c:0,

d:-1,e:-2と し て 作 成
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障害管理 におけ る機 能の重要性評価

0

重
要

/
/＼

43社41社

一 ＼

33社

＼

33社

＼

31社

23社

あ
ま
り
重要

で
な
い

3社 3社 4社 6社2社

障
害
箇
所
の

切

異 横 降 代 陣
営 成 書 替 害

`状 磯 原 装 履
態 器 因 置 歴
の に の ・ の

監 対 解 迂 蓄

10社 回答48社

(注)グ ラフは各々の機能

重要性(5段 階)を 重

性の高い ものか ら,a:

視
機
能

分
け
機
能

す
る
試
験

・
診
断
機
能

析
機
能

回
回
線
等

へ
の
切
替
え
機
能

積

・
検
索

・
分
析
機
能

ク
『

:

"

e

a

L

ら

一

}

.

励

」

械

も

泊

対

し

C

し

高

-
と

の

コ

2

性

b

－
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障害の現状

(障害発生の多 いネ ッ トワーク構成機器)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

ネ ッ トワ ー ク構 成 要 素

通信制御装 置

パ ケ ッ ト交換機

多重化装置

PBX

高速 デ ジタル回線

回線(⑦ を除 く)

構 内 回 線

LAN

端末制御装置

端 末

(障害の主な原因)

付 帯設備(電 源 ・空調)

パラメータ

等 の定 義 ミス

18社(37.5%)

12社(25.O%)

そ の 他8社(16.7%)

回答48社 重 複回答

回答48社(但 し、3つ の選択 に よる重複回答)
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障害発生の検知

ホス トコ ンピュー タ

(47社)

通 信制 御 装置

(44社)

パ ケ ッ ト交換機

(ユ6社)

多 重 化 装 置

(39社,重 複あ り)

モ デ ム

(47社,重 複あ り)

PBX

(33社)

回 線

(47社,重 複あ り)

構 内 回 線

(44社,重 複 あ り)

LAN

(28社)

端 末 制 御 装 置

(44社,重 複あ り)

端 末

(47社,重 複あ り)

一14社 辺 端末ユーザーからの申告
127社

16社E三 ヨ障害監視装置等による検

[コ その他一14社

126社
}4社

勿2社
ヨ14社

～9社
130社

」1社

鰍z""%z"/粂 仁z"""""""'////賜37社

づンづンフンW〃/二/二//ン 〃 ンつノ/〃㌘//]22社
110社

」1社

一 ク//〃ン〃〃//〃////〃 〃 〃 ンコ32社
122社

伽 ㌘"緒"""///"/"""z///"///」38社

」1社

Z/〃////〃 〃 〃//////ノ19社
18社

」i社

〃 〃/〃//////〃/〃/〃 〃//〃///////」33社
61社

」 ユ社

〃///////〃/〃/〃 〃//〃 〃///////〃//〃//∠/〃/∠43社
13社

」1社
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障害箇所判定の ための一 次切 り分 け と許 され る回復時間

社数
数 時 間以 内

6社(12.8%)

1分以 内2社(4.2%)

39社

(83.0%)

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
運
用

者
が
行

う

14社(29.8%)

〈許される障害回復時間〉

4社

(8・5%)2社2社2社2社

(43%)(4.3%)(4.3%)(4.3%)

通
信
機
器
ベ
ン
ダ
が
行
う

端
末

ユ
ー
ザ

ー
が
行
う

端

末

ベ

ン
ダ

が
行
う

〈一 次切 り分 けの主 な担当 〉

ホ

ス
ト
機

器

ベ

ン
ダ

が
行
う

そ

の
他

回答47社

回答47社(重 複回答)
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障害監視 システムお よび障害診断 システ ムの導入状 況

〈 障害監 視 システ ム〉

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

(43社)

通信制 御装置

(39社)

パ ケ ッ ト交換 機

(15社)

多 重 化 装 置

(38社)

　社ユ

ム

ほ

デモ

)社8

X

辺

BP

回 線

(43社)

構 内 回 線

(36社)

)社6

N

O

AL

端 末 制 御 装 置

(40社)

端 末

(40社)

2社

2社

・…2土

1社

1社

4±

4社

社

社

4

4

7di

9社

8社

9社

8社

7社

9社

8社

7社
8社

6社

4社
6社

12社

11社

10社

15社

13社

19社

17社

16社

18社

17社

17社

22社

〔=コ ネットワーク全体の統合管理システムで実施

囮 機器専用の管理システムで実施

長言ヨ導入検討または計画中

品 必要だがまだ導入検討 していない

⊂=コ 導入の必要なし

23社
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障害監視 システ ムお よび障害 診断 システムの導入状況

〈障害診 断 システム〉

(41社)

(38社)

(16社)

(34社)

(39社)

(28社)

(42社)

(36社)

(25社)

(38社)

(38社)

2社

社

社

3

3

3社

一

社

社

2

3社

2社

5社

4社

5社

4社

4社

4社

5社

5社

5社

7社

7社

9社

8社

7社

7社

7社

13社

12社

11社

・11社

10社

12社

16社

15社

14社

15社

17社

19社

18社

18社

E=コ ネットワーク全体の統合 管理 システムで実施

辺2機 器専用の管理 システムで実施

匡≡ヨ導 入検討ま たは計画 中

底 必要 だがまだ導 入検討 していな い

[=]導 入の必要な し

一179一



障害 発生 時,障 害箇所判 定のための一次切 り分 けの レベル

状

来

答社数
33社

爪

口 現

27社 吻 将

19ネ膨
19社

16社 16社

10社

6社

2社 3社

z

回

回答46社

 

障
害

の
原
因
が
即
時
に
把
握
で
き
る

即
時
に
確
定
で
き
る

障
害
機
器
、
ま
た
は
障
害
伝
送
路
を

機
器
レ
ベ
ル
で
切
り
分
け
で
き
る

端

末

系

レ

ベ

ル
で

即

時

に
切

り

分

け

で
き

る

ホ

ス
ト

シ

ス
テ

ム
系

、

変

換

系

、

伝

送

系

、

で
き
な
い

障
害
箇
所
の

一
次
切
り
分
け
が
迅
速
に
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ネ ッ トワ ー ク構 成 情報 の 管 理 状 況

1

対象機器
管理 等
対象となる情報

端 末

(回答47社)

端末制御
装置

(回答44社)

LAN

(回答27社)

回 線

(回答44社)

モデム

(回答44社)

セ ンター

機器
(回答44社)

その他
構成情報(回答

30社)

1.設 置場所

/住 所

46 41 25 42 44 42 25

Mil2(33)35i6(29)23i2(14)34i8(28)36i8(30)35i7(28)田i2(18)

2.担 当者

/連 絡先

42 39 27 38 38 37 24

36i6(27)36i3(22)25i2(13)
■

35i3(22)34i4(24)35i2(22)24iO(16)

3.メ ーカー・

提供 者/連絡 先

44 42 27 40 41 41 24

3gi5(28)
,

38i4(26)
.

25i2(14)35i5(26)
.

36i5(27)
.

37i4(26)23i1(18)
・

4.機 種

/ナ ンバー等

42 40 22 33 38 41 23

31il1(33)32i8(33)
.

20i2(14)
.

27i6(23)31i7(28): 34i7(29):
20i3(19)

`

5.ソ フ}

名称 等

31 31 21 21 20 33 21

25i6(26)
.

28i3(21)1gi2(12)lgi2(15)18i2(15)
$

28i5⑳
「

lgi2(17)
.

6.契 約 情報 38 36 22 34 33 36 20

2gi9(27)
`

2gi7(24)
・

1gi3(12)
.

28i6(2D
・

28i5(19)2gi7(23)17i3(16)

7.ア ドレス 等 40 35 23 30 29 32 23

32i8(28)2gi6(23)18i5(15)26i4(17)23i6(20)28i4(22)
.

20i3(18)
・

8.回 線種別 33 37 23 44 30 30 23

28i5(26)33i4(24)22i1(13)
シ

38i6(29)
・

27i3(21)27i3(22)22il(18)
.

9.伝 送経路 37 32 23 37 28 29 20

33i4(24)
.

30i2(23)22i1(13)
.

34i3(24)26i2(21)26i2(21)lgi1(18)

10.接 続端末

/シ ステム

43 34 22 31 29 29 20

37i6(25)31i3(23)
・

21il(12)
.

2gi2(22)
.

27i2(21)25i4(22)
.

1gil(17)
.

11.接 続回線 38 37 24 34 31 28 21

34i4(別) 35i2(23)田i1(13) 32i2(23)
.

2gi2(23)
.

28iO(19)20il(17)

12.保 守

/作 業 日時

} 一 一 一 10

－L
:

⊥
:

一
:

－L
:

⊥
: ÷

.

gi1(9)

1a休 日

計画等

『 一 一 一 10

⊥
:

≡
:

一
:

⊥
:

⊥
:

－L
:

loiO(8)

14.変 更

/障 害履歴

一 一 一 11

－L
:

⊥
:

≡
:

－L
:

－L
:

－L
:

10i1(10)
.

注)1.

総数

DB化 して管理

ム帳で管理

…

亡
注)2.()の 数字は将来DB化 して管理 したいと

す る企業数

一181一
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構 成 要 素 の バ ックア ップ

造

,

構
出

化
横
え

重
動
替

二
自
切

全
書
動

完
障
自

41社

41社

18社

38社

41社

30社

42社

38社

28社

40社

41社

_,。 。プ。蹴 。＼ 重醐 。。化繊 動遁 綴 織 灘 整 鞠 §勢 鰺× ＼'、

タ 12社(29、3%) 13社(3L7%) 6社(14.6%) 6社(14.6%)
3社
(7.3%)`

1社

25%'

/ //

12社(293%) 12社(29.3%)
4社

(9.7%)
7社(17.0%)

3社
(7.3%)

3社
(7.3%)

＼// ＼
6社(33.3%) 3社(16.7%) 3社(16.7%) 6社(333%)

//一 一/
11社(28.9%) 6社(15.8%) 12社(31.6%)

繊(識 、
3社

(7.9%)

＼//

25社(61.0%) 8社(19・5%)(2・

1ト

2.

移

6社(14.7%)

一 ＼＼
14社(46.7%)

3社

(|0,0%)
8社(26.7%)

3社

(10.0%)

2社

(6,7%:

/＼//
18社(42.9%) 11社(26、2%) 3社

(7.1%)

2社3社

:4.8%D(7.1%)

5社

(1L9%)一
27社(7L1%)

4社

(10.5%).

日1社2
,2.6・%

5社

(13.2%)

//＼
17社(60.8%)

3社

(10.7%)

3社1社2社
(10,7%)(.6%)(7.1%)

2社

(7.1%)

＼ ＼ ＼/

25社(62.5%) 8社(…%)(, .揚
1社

(2.

5社
5%)(12.5%)

ざ
33社(80.5%)

4社
(98%)(2

1社3社

.4%)(7.3%)

、

、
、

＼
、

ホス トコンビュー

通信制御装置

パケット交換

多重化装置

ムア

 

モ

XBP

線回

構 内 回線

NAL

端末制御装置

末端

182一



性能管理 を お こな うための主 な対象項 目

CPU使 用率

トラフィック量

レスポンス

メモ リー使用率

フ ァイル使用率

呼 損 率

回線使用率

再 送 回 数

リトライ回数

VTAM等 のIN/OUT

システムリソース使用率

回線接続時間

送受信 レベル

S/N比

ゲインヒット

ドロップアウト

PKTMバ ッファ使用率

周波数オフセ ット量

l

l39社

i

38社

37社

1

1

35社

30社

122社

1

122社

lg社

lg社

1
lg社

lg社

h6社

14社1

lg社

l

l

17社

17社

17社

13社
1

回答42社
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性能管理 をお こな って いる対 象機器

ホストコンピュータ

通信制御装置

PBX

多重化装置

回 線

バケット交換

構 内 回 線

端 末

モ デ ム

LAN

端 末制 御装 置

ネ ッ トワー ク 中 継 用

コ ン ピュー タ

41社

29社

23社

20社

20社

15社

14社

13社

12社

1
11社

9社

一

1社
一

回答43社
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L _一

性 能 管 理 で 収 集 ・解 析 した デ ー タの 活 用'

回答社数

計
画
に
活
用

シ
ス
テ
ム
/
設
備
の
増
設
等
の

(
手

動

/
自

動

)

シ

ス
テ

ム
の

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
に
利

用

新
規
開
発
計
画
に
反
映

利
用

障
害
解
析
の
デ
ー
タ
と
し
て

そ
の
他
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構成変更の方法

(現 状)ホスト

コンヒ㌔一夕

(将 来

r-一 選択 肢 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ーー一一「

`1

① システムの全体を停止して行う。

② システムの一部を停止して行 う。

③ 該当装置の全体を停止して行う。

④ 該当装置の一部を停止して行 う。

⑤ 通常の運用状態で行 う。

⑥ そ の 他
L-一

「1社(2、3

) 29社(65.9%) 多形 碗賜 差3土 ≡
6.%'

21社(47.7%)0社(22.6%
ノ!'"物 …'/%㍗ 慰 霧'緩 ～燕 ミiミ

L1社(2 .3%

(現状)通信制御

装 置(将 来)

(現状)パケ
ット

交 換 機
(将来)

多 重 化(現 状)
装 置(将 来)

(現状)
モ デ ム

(将来)

(現状)
PBX

(将来)

(現状)
回 線

(将来)

(現状)
構内回線

(将来)

に

14社・・・… 〉 硬磁W
力 桂川%・'

'1
・三3社

..'・'王73%

11社(・働=砲 砺1%畑 ・8鋪,湯茶 ・社IIζ6多ミ

,膿,珍砥賜 垣酬
.'LI

ミミミ魎b元禄
、 、 、 、 、 、 、 、 、

6社(37.5%)

〔6!鏡)〃3穎(i87%)

－L.ZE
3社(125%)≡≡ 賦 ＼ミ""社(5磁 一

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、.、 、 、 、 、 、 、 、、 、、 、

、

・一 ・iZ垂色 彩 嫁 .・・'社・2⑭ll・ ・
.lli≡

・社・2・… 尋 ミ煎nべ

・社(11.1%)Z・ 庭(:1◎7多>4摘1・ 社 ⊆2a2%)1・.・.
.巨6荘(16 .7%)≡÷!磁133.熟 熟

、皇搬 彫::・ ….陣 ・・1:・….・ ・…≡ ≡1・社・21…."櫓 越 ξ"

2社12祖 .1::・(4
.禰(4鰯, . 咄2・・%):・ン.:・社(亟一 ミ㎏'@一 ・社(8・・%)

ロ

E
四
品
目
σ
輌

2社

(6.9%) z透 磁 ・・
『"

∴・社・31脇・1・1≡ ・社・2・… 弐 ミ;迫 ≒〔
A

2社(
6.9%) 〃 興.1%1〃 　},'

』
.・7社(24.1%)・1、.1三3トk(1α3%)…N× 、 滅(3・ 磁)念

、 、 、 、 、 、 、 、 へ 、 、 、 、 、 、 、 、

「

4社
(9」%) 繁殊

馳.馳'...

.'12社・醐 ・一 ・≡ ・社・・・… ≡"斑 照1ミ ざlll

(晶)擁 ～1⑭1・ ・ ・∫11社(250%) .『・'・'・、・'.'9社(20.4%)≡ × ＼×M趣3餓'lll

回答44社

1社(2、4%)

「

3社
(7.3%)

17・3多 ン.』.・

斑 〃1恐9社 ・・… ㌧1一 社(1・…`〉 ・泌 諦 念1
、 、 、 、 、 ∨ 、 、 、 、 、

(㍊)θ 批1:1:.・∵9社`(22D%).・.・1,≡・社(17.1%)≡＼× ＼＼＼＼i8社(4班 一

回答41#±

回答16社

回答36社

回答46社

回答29社

1社(2.3%)

回答44社

1社(2、4%)

回答41社

(現状)
LAN

(将来)

装 置(将 来)

(現状)

端 末
(将来)

3社(13.0%) 褒 色彩:・1.
・・社(1・… ∫」 ・・13・8・・:X注 〔醸 ×

2社(87㌶〃4抑7、 砺〃13:疏 晦 5社(21.8%)≡ ≡＼トこ＼× ＼＼g社(3δ1佑一
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

㍊) 働1動1、
「噛

ぴ0社1(442%):..'

「1
-、-....

≡8社(186%)≡ 蚊 映63ぺll1

　

馳 、 、 、 、 、 ＼ 、 ■Ill

(4,・17社 β95%)・:
・.・巨8社(1・ ・%)量 ＼N・ さ@領)＼llll　 ,

2蕩極 り剛 胆

回答23社

1社(2.3%)

1一

、㍊,衝1剥:,1・:...,・ ・]・社(纏 ・∵ ・ 1、〔・・社(1・… チ ・已:・11.}ξ・"
馳 馳

議)β 舐1⑭r・'・1:'12社(28.6%)・ ∴・.・1・ ・5 119%・ぶ ＼i6杜(照1多～"

回答43社

1社(2.4%)

回答42社
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機密管理の方法

回答社数

5社

19社

伝
送
路
の
暗
号
化

41社

43社

パ

ス
ワ

ー
ド

の
利

用

17社

26社

I

D

カ

ー

ド

の
利

用

35社

37社

端
末
I
D
の
利
用

2社

[コ 現状

吻 将来

9社

の
導

入

コ
ー

ル
バ

ッ
ク

シ
ス
テ

ム
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暗号化の採用状況

暗号化 を採 用 していない

39社(90.7%)

回答43社

そ の他

5社

(11.4%
＼

18社(40.9%)

暗号化の必要はない

18社(40.9%)

回答39社

重複回答
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パ ス ワー ドの チ ェ ック及 び 管理 方 法

ホス トコ ン ピ ニェー タ

ア プ リケ ー シ ョン

プ ロ グ ラムの 入 口

ン
内

ヨ
ム

シ

ラ
ー
グ

ケ

勺

リ

フ

プア

端

(70.5%)

(54.5%)24社

(25.O%)11社

末(15.9%)7社

ネットワ ーク(15.9%)7社

31社

回答44社
重複回答

(パ ス ワー ドの 主 な チ ェ ック箇 所)

改訂 しない

9社(20.9%)

不定期 に改訂

9社(20.9%)

期限付又は

定期的 に改訂

13社(30.3%)

都 度改訂

12社(27.9%)

(改訂の時期)

自動 管理1社(2.8)

回答43社

個人で管理

16社(37.2%)

その他1社(2.8%)

管理者が管理

25社(58.2%)

(管理の方 法)
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会計情報の取得箇所 とデ ー タ利用

DASD使 用量2社

出

21社

'6社

その他

9社

(1L8%

その他2社

32社(42.1%)

ス ト

コ ン ピュー タ

37社

(57.8%)

メモ リー

占 有 量

16社

回 数19社

(25%}

(会 計情報 の取得箇所 と対象デ ータ)

回答37社

重複 回答

4社(14.3%)

システム/設 備の増設等 の計画策定

に利用24社(85.7%)

(会 計情報の利 用)

回答25社

重複回答
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会計情報 と課 金の単位

回答同社

7社

し

て
い
な

い

会
計
情
報
は
収
集

(会 計 情 報 の 収 集単 位)

10社

13社

し

て
い
る

事
業

レ
ベ

ル
で
収
集

アプ リケ ー ション毎1社(3.1%)

19社

23社

収
集
し

て
い
る

部
又
は
課

レ
ベ

ル
で

14社

21社

し

て
い
る

端
末
ご
と

に
収
集

その他

4社

部(12.5%)
ユーザ

社

端 末 レ ベ ル6・

5社

(15.6%)

事 務 所 レベ ル

6社(18.8%)

13社(33.9%)

26社(66.1%)

部 又 は課 レベ ル

14社(43.8%)

8社

〔コ 現状

吻 将来

11社

シ

ョ

ン
毎
等

)

そ

の
他

(
ア
プ

リ

ケ

ー

回 答39社

重 複 回 答

回 答46社

(課 金 の 単 位)
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OSI管 理の知名度 とユーザの期待

知 らない

8社(17.4%)

知 ってい る

38社(82.6%)

回答46社

あ ま り期 待 して いな い

1社(2.6%)

近い将 来 は,ユ ーザ に と って大 き

な メ リ ッ トは無 いが,将 来 的 には

期 待 して い る。

29社(76.3%)
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(参 考)ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す る

ア ン ケ ー ト調 査 表





(参 考)
一 ノ 笛 に.一"一 ン ー

の にっ い ご碧 い

会社(団 体)名

業種 1.農 林 水産 業 ・鉱 業6.運 輸業

2.建 設業7 .電 気 ・ガ ス ・水道 業
3.製 造 業8 .情 報処 理 ・情報通{諜

4.商 業 ・流 通 業9.そ の他 サ ー ビス業

5.金 融 ・保 険業10.官 公庁 ・団 体

資本金 百万円 年間売上高 百万円

従業員数 人 内情報システム部門 人

VANサ ービスの

聾
実際にVAN事 業は 1.行 って いる

2.関 連 会社 に対 しての み 行 って い る

3.行 って いな い

;:罐 橿1∋
3.登 録 していない

注)情 報通信部門が関連会社と して独立 してお り、かっその関連会社における業務の多 くの

部分が独立前の会社の ものである場合は、両社をあわせて一つの組織と考えて、以下の

質問にご回答下さい。

kのk ・ ワー につ い ご9 い

1.貴 社のネッ トワー クの形態は全社的 に見た場合、下図の中でどのタイプにあてはまりますか。

最 も近 い番号に○をつけて下さい。

1

り
白
O
U
」
鯵

ホス ト集中型

ホス ト中心ネッ トワー ク型

ホス ト/ネ ットワーク分散型(パ ケ ット網)

分散ネ ットワーク型
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2.接 続形態についてお答え下さい。

(1)異 な るメ ーカの 機器 間で、 ネ ッ トワ ー ク接続 を行 って い ますか。

1.行 って い る

2.行 って いな い

(2}他 社の ネ ッ トワー ク と接続 を 行 って い ます か。

1.行 って い る

2.行 って いな い

(3}海 外のネ ットワークと接続を行 っていますか。

L行 って い る

2.行 って いな い

3.貴 社のネ ットワークではデータ通信の他に、どのようなものを統合 していますか。

下記の中か らいくっで も結構ですので、○ をつけて下さい。

1.音 声系

2.FAX系

3.画 像

4.テ レックス

5.そ の 他( )

4.貴 社で現在使用 している国内の回線数を記入 して下さい。

広 域 網 LAN※`

帯域品目
種別 回線数

符号品目
種別 回線数 種別

高速デジタル
回線数

公衆 データ通信

種別 回線数 拭 数

3.4KHZ 本 1.200bps 本 64Kbps 本 DDX-C 本 トークン1ルグ

48KHZ 本 2,400bps 本 192Kbps 本 DDX-P 本 1一クンパス

200KHZ 本 4,800bps 本 384Kbps 本 DDX-TP 本 CS阻/CD

(イーサネフ})

/ 9,600bps 本 768Kbps 本 臨 回線 本

/ / 1.5Mbps 本 / その他

/ /
/ 3Mbps 本 /

/ /
/ / 6Mbps 本 / /

※1LANに っいてはホス トコンピュータ系のネッ トワークに接続 されたもののみを対象 として下 さい。

またその数にっいては

i蕊1三 轡!繊 」 ・て下…
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5.利 用 している回線提供事業者(NTT・NCC)、 及びVAN業 者の数をご記入下 さい。

{1}回 線提供事業者 社

(2}VAN業 者 社

6.貴 社のネ ットワー クに接続 されている下記の機器にっいて、その接続数 ・ベンダー数をご記入下さい。

機 器 接続数 ベ ンダー数

ホ ス トコ ンピ ュータ 台 社

通信制御装置 台 社

パケ ット交換機 台 社

多重化装置 台 社

モデム / 社

PBX 台 社

PAD 台 社

端末制御装置 / 社

端末 / 社

7.貴 社のネッ トワークのサー ビス時間は、以下のいずれにあてはまりますか。最 も近い番号に○をつけて下 さい。

1.原 則として365日 、24時 間サービス
2.月 に何回かサー ビスを停止する

3.週 に何回かサー ビスを停止する

4.毎 日、何時間かサー ビスを停止する

8.ネ ットワーク管理は、一般に次のような管理機能から構成されていますが、貴社の現状にあわせて考えてみた場合 、

各々の管理機能の重要性を5段 階で評価 して下 さい。

135

{1}障害管理 あまり重要でないト ト十H大 変重要である

(2)構成管理 トー

(3}性能管理 トー十一

〔4)機密管理 卜一寸→H

⑤ 会計管理 卜ーートー一十一→一一寸
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、m.貴 社 のネ ッ トワー ク管 理体制 にっ いて ご記入 下 さい

1.ネ ットワーク運用管理のための、専門の組織はあ りますか。

1.あ る

2.な い

(1)専 門の組織がある場合、以下の質問にお答え下さい。

① その人数は何人ですか 人

② その役割は何ですか。以下の中か らい くっで も結構ですので、Oを っけて下 さい。

1.外 部(ベ ンダー ・業者等)と の窓 口
2.ネ ットワーク監視(障 害監視 ・使用状況監視等)

3.ネ ットワーク制御(回 線ルー ト・装置の切 り替え等)

4.ネ ッ トワークに関す るパ ラメータ値の変更 ジェネ レーション等

5.障 害発生時の原因切 り分 け

6.ネ ッ トワーク構成要素(回 線 ・機器等)の 設置場所 ・数等に関する管理

7.課 金データ ・障害データ ・性能データ等の統計的な管理

{2)専 門の組織がない場合、その理 由は何ですか。最 も大 きな理由にOを 付けて下さい。

1.外 部に依頼 した方が コス ト的に有利
2.内 部に技術者がいない

3.特 別な組織 はないが、担当者は存在する

4.そ の他()

2.次 にあげる機器にっいては、主 と⊥Kど こで管理 していますか。

下の番号の中か ら1っ 選んで、表 に記入 して下 さい。

1

9
臼
nO
4

5

6

ネ ッ トワーク運用管理の専門部署
その他の情報処理部門
ユーザ部門

その他の部門(例.総 務部門)
メーカー ・ベ ンダー

メーカー ・ベ ンダー以外の専門業者

機 器. 管理部門 機 器 管理部門

ホ ス トコ ン ピュー タ 回線(デ ータ)

通信制御装置 回線(音 声)

パケッ ト交換機 構内回線

多重化装置 PAD

モデム LAN

PBX 端末制御装置

端末
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に 遍 いいた

1.障 害管理に関しては、以下のような機能が想定されています。

貴社の現状にあわせて考えてみた場合、各々の機能の重要性を5段階で評価して下さい。

135
あまり重要でない1-一 大変重要である

-

り
白

う
0

4

【
U

C
U

ネッ トワークの異常状態の監視機能

障害箇所の切 り分け機能

ネッ トワーク構成機器に対する試験 ・診断機能

障害原因の解析機能

代替装置 ・迂回回線等への切 り替え機能

障害履歴 の蓄積 ・検索 ・分折機能

トー十←H－一
十 一十一 十一「一 斗

ト ー十一十一 十「

2.貴 社のネ ットワー クにおける障害の現状にっいてお尋ね します。

(1}貴 社のネ ッ トワークでは,以 下のネ ットワーク構成要素に分けたばあい障害発生が多いのは何ですか?

多い物か ら3っ を選んでその番号をご記入下 さい。

1.2.3.

・ネッ トワーク構成要素の選択肢

① ホス トコンピュータ ② 通信制御装置 ③ パケ ット交換機 ④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線凧 含TDM付)⑥PBX⑦ 高速デジタル回線 ⑧ 回線(⑦ を除 く)

⑨ 構内回線 ⑩LAN⑪ 端末制御装置 ⑫ 端末 ⑬ その他()

② またその原因は主と して何ですか?

多い ものか ら3っ を選んでその番号をご記入下 さい。

1.2.3.

・選択肢

① ハー ドウェア ② ソフ トウェア ③ オペ レー ションミス ④ パラメータ等の定義 ミス

⑤ 付帯設備(電 源 空調)⑥ その他()

一197一



3.貴 社のネットワークでは、障害の発生を主と してどのように検知 していますか?構 成要素 ごとにその

検知方法を選択肢の番号でご記入下さい。

構成要素 検知方法

ホ ス トコ ン ピュータ

通信制御装置

パケッ ト交換機

多重化装置

モデム

PBX

醜

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

検知方法の選択肢

①

②

③

端末ユーザーか らの申告

障害監視装置等による検出

その他(回 答欄に具体的に記入 して下 さい)

4.貴 社ではネッ トワーク障害発生時 障害箇所判定のための一次 切り分けは主として誰が行 っていますか?

該当する番号 に○を付けて下さい。

① 端末ユーザーが行 う。

② ネ ットワーク運用者が行 う。

③ 回線提供事業者が行 う。

④ 端末ベ ンダが行 う。

⑤ 通信機器ベ ンダが行う。

⑥ ホス ト機器ベンダが行 う。

⑦ その他( )
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5.貴 社のネ ットワークの業務に与える影響を考えた場合、許 され る障害回復までの時間はどの程度ですか。

主要な業務についてお答え下さい。

(1)1分 以 内

(2}10分 以内

{3}1時 間以内

{4)数 時間以内

{5}1日 以内

6.貴 社で`以 下のネ ットワーク構成要素で障害監視システムおよび障害診断 システムを導入 して いますか?

ネ ットワーク構成要素 ごとに該当す る番号を指定 して下 さい。

構成要素 障害監視 システム 障害診断 システム

ホ ス トコン ピュー タ

通信制御装置

パケッ ト交換機

多重化装置

一

モデム

PBX

醐

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

選択肢

①
②
③
④
⑤

ネットワーク全体の統合的管理システムで実施
機器専用の管理システムで実施
導入検討または計画中
必要だがまだ導入検討していない
導入の必要無し
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7.貴 社ではネッ.トワーク障害発生時 障害箇所判定のための一次切り分けはどの レベルまで可能ですか?該 当する

番号に○ を付けて下 さい。

現在 将来

① 障害箇所の一次きりわけが迅速 にで きない。

② ホス トシステム系 交換系,伝 送系 端末系 レベルで即時に切 り分 けがで きる。

③ 機器 レベルで即時に切 り分けがで きる。

④ 障害機器 または障害伝送路を即時に確定できる。

⑤ 障害の原因が即時に把握できる。

8.貴 社でネッ トワーク全体の統合的管理 システムを導入 している場合、その システム名を ご記入下 さい。

1.メ ー カ ー等の製 品

2.独 自で開 発

(製 品 名:, )

9.貴 社では以下のネットワーク構成要素の障害時バ ックアップはどのようして いますか?該 当する番号を

指定 して下 さい。

現在 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ッ ト交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線凧 含TDM付)

⑥PBX選 択肢

⑦ 回線(1}

⑧ 構内回線(2)

⑨LAN

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

バ ックアップは必要無 し

重要部分のみ二重化構造で,手 動切替え

(3)重 要部分のみ二重化構造で 障害自動検出自動切替え

(4}完 全二重化構造で,手 動切替え

{5}完 全二重化構造で 障害自動検出自動切替え

{6)そ の他()
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1α 貴社では以下のネ ットワーク構成要素の定期 点検 保守はどのようしていますか?選 択肢の中から最 も

近い ものの番号を記入 して下さい。(複 数指定可能)

現在 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナログ回線用.含TDM付)

⑥PBX

⑦ 回線

⑧ 構内回線

⑨LAN

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

選 択 肢

(11

(2>.

(3}.

保守契約無 し

昼間 月～金曜日保守契約

24時 間365日 保守契約

{41定 期点検保守契約

{5}リ モー ト点検診断

ll.貴 社では障害記録の保存 ・利用をどのように実施 していますか。

以下の中か ら最 も近いものに○ をっけて下さい。

1.特 に何 もしていない

2.障 害記録の保存を紙 ベースで保存 している

3.障 害記録を機械に入力 し、統計をとっている

4.障 害記録を機械に入力 し、統計をとると共に、障害発生時に原因分析のために利用 している

12.障 害管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下 さい。
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V.に て1{tiい いた

1.貴 社 ネットワークで,下 記 ネットワーク構成要素の構成変更(追 加 ・変更 ・削除)は,何 時行いますか?該 当する

番号を指定 して下 さい。

現状 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線用,含TDM付)

⑥PBX

⑦ 回線 …… 選択肢

⑧ 構内回線 ① 毎月 ② 隔週 ③ 毎週

⑨LAN④ 毎 日 ⑤ 随時 ⑥ その他()

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

2貴 社ネットワークで,下 記ネッ トワーク構成要素の構成変更(追 加 ・変更 ・削除)は,

該当する番号を指定 して下 さい。

現状 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線用.含TDM付)

PBX⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

醜

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

どのようにして行いますか?

… 選択肢

① システムの全体を停止 して行 う。

② システムの一部を停止 して行 う。

③ 該当装置の全体を停止 して行 う。

④ 該当装置の一部を停止 して行 う。

⑤ 通常の運用状態で行 う。
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3.ネ ットワーク管理においてネッ トワークを構成 している機器の設置状況や設置状態等を管理す ることが必要ですが、

貴社のネッ トワーク運用上構成情報と して管理 しているものは何ですか?

以下の記号を記 して下 さい。 例

:台 帳等で管理 しているものは、ム デ一夕ベース化 しているものは、O

・さらに将来データベース化 したい ものには、◎を該当欄に記入 して下 さい。

設置場所/住所 △ ◎

端 末 端末制御
装置

LAN 回 線 モデム センター

機器

その他構成
管理情報

現状 糠 現状 将来 現状 将来 現状 将来 現状 糠 現状 将来 現状 将来

1.設 置場所

/住 所

2.担 当者

/連 絡先

3.メ ーか ・提 供者

/連 絡 先

4.機 種/ナ ン'ト等

5.ソ フ ト名称 等

6.契 約情報

7.ア ドレス等

」8
.回 線種捌

9.伝 送経路

10.接 続端末

/シ ステム

11.接 続 回線

1a保 守

/作 業 日時

1a休 日計画等

14.変 更

/障 害履歴

15そ の他

()

16.
()

17.
()

18、

()
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'に 、
百いい こ

全社ネッ トワークの観点か ら、以下の質問にお答え下 さい。
L貴 社において性能管理をお こなっている対象機器にっいて下記の該当欄にOを 記入 して下 さい。

また今後性能管理の対象にしたいものは対象機器にOを 記 入して下 さい。

該当す る項 目がない場合 は⑫以降に記入願います。

(複数回答可)

管理方法 収 集 手 段 収集 タイ ミング 収集箇所

実績
鯉

設計値
鯉

メ ーカ

ツ ール

ユ ー ザ

ツー ル

鯉
システム

その他 常
時

定
期

随
時

都
度

センター 設置
場所

その他

① ホ ス トコ ン ピュー タ

②通信制御装置

③ ぐケッ ト交換

④多重化装置

⑤モデム

⑥PBX

⑦回線

⑧構内回線

⑨LAN

⑩端末制御装置

⑪端末

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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2.貴 社において性能管理をおこな う対象項 目にっいて該当欄に○を記入 して下さい。

(⑲以降は記載事項外の項目を記入 して下 さい。)

(複数回答可)

管理方法 収 集 手 段 収集タイ ミング 収集箇所

実績
鯉

設計値
管理

メ ーカ

ツ ール

ユー ザ

ツ ール

鯉
システム

その他 常
時

定
期

随
時

都
度

センター 設置
場所

その他

① トラフィック量

② レスポ ンス

③再送回数

④ リ トライ回数

⑤呼損率

⑥送受信レベル

⑦ゲインヒット

⑧ ドロップアウ ト

⑨S/N比

⑩周波数オフセ ット量

⑪VT酬 等のIN/OUT

⑫回線使用率

⑬CPU使 用率

⑭ メモ リー使用率

⑮ ファイル使用量

⑯PKn施 ファ使用率

⑰ システ胡 ソース使用 率

⑱回線接続時間

⑲

⑳

⑳

⑳
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3.貴 社の性能管理で収集 したデータや解析 した結果などはどのよ うに活用されていますか?

また今後 どのように したいですか。該 当する番号に○ を付けて下 さい。

現在 将来

(1)シ ステム/設 備の増設等の計画に活用 して いる。

(2)シ ステムのコン トロールに利用 している。(手 動/自 動)

{3}新 規開発計画に反映する。

{4)障 害解析のデータと して利用 している。

⑤ その他

4.性 能管理 に関 して要望JgfE問 題点等ございま した らお聞かせ下さい。
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駅 につ い 品 いいた

1.貴 社のネッ トワークの機密管理 は、との ような方法で行 っていますか?ま た、将来的にはどのような方法で

行いたいと思 っていますか?該 当する番号 にOを 付けて下さい。(複 数回答可)

現在 糠
(1)伝 送 路 の 暗号 化

(2}パ スワ ー・ドの 利用

{3}IDカ ー ドの 利用

(4)端 末IDの 利 用

㈲ コー ルバ ック ・シス テムの導 入

(6)そ の 他( )

2.暗 号化を採用 されている方にお尋ね します。

(1)暗 号化の対象となっているものは何ですか?該 当する番号にOを 付けて下さい。

(複数回答可)

① 回線データ

② ファイル

③ その他( )

(2)暗 号鍵の改訂の時期及び配布の方法はどのように行っていますか?

該当す る番号にOを 付けて下 さい。

〈改訂の時期〉

① 期限付又は定期的に改訂する

② 不定期に改訂する

③ 都度改訂する

④ 改訂しない

⑤ その他( )

〈配布の方法〉

① オンライ ンで配布する

② その他( )

3.暗 号化を採用していない方にお尋ねします。暗号化を採用していない理由は何ですか?

該当する番号に○を付けて下さい。

① 暗号化に時間がかかり伝送速度が遅くなるから

② 暗号化用の機器にコストがかかるから

③ 暗号化の必要はない

④ その他()
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4.パ スワー,ドを採用 されている方にお尋ねします。

(1)パ スワー ドのチェックは、どこで行 っていますか?該 当す る番号に○ を付 けて下さい。(複 数回答可)

① 端末

② ネッ トワーク

③ ホス トコンピュータ

④ アプ リケーション・プログラムの入口

⑤ アプ リケーシ ョン・プログラム内

⑥ その他()

{2)パ スワー ドの改訂の時期及び管理の方法はどの ように行 っていますか?

該当する番号にOを 付けて下 さい。

〈改訂の時期〉

① 期限付又は定期的に改訂する

② 不定期に改訂する

③ 都度改訂する

④ 改訂しない

⑤ その他( )

〈管理の方法〉

① 個人で管理

② 管理勧{管理

③ 自動管理

④ その他( )

5.機 密管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下さい。
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1皿 会計管理にっいてお伺いいたしますn

1.会 計情報の収集の最小単位は、どの レベルですか?ま た、将来的にはどの レベルまで行いたいと思いますか?

該当す る番号に○を付けて下さい。

現在 将来
ー

ウ
白

り
0

イ
惰

民
】

C
U

会計情報は収集 していない。

事業所 レベルで収集 している。

部 または課 レベルで収集 している。

端末ごとに収集 している。

その他()

その他()

2.会 計情報を収集 している場合、その取得箇所はどこですか?該 当する番号にOを 付けて下さい。

また、収集 しているデータとして は、どのような ものがありますか?該 当項 目にOを 付けて下さい。

(複数回答可)

ω ホス トコンピュータ(①

④

② ネ ットワーク(①

④

{3)そ の他(

CPU時 間 ② メモ リー占有量 ③ファイルの1/0回 数

その他(

接続時間

その他(

② パケ ット量 ③ 使用スピー ド

))

)

)

)

{4)そ の他 ( )

3.貴 社では、ネ ットワークの会計情報を もとにどの単位で課金をしていますか?

該当す る番号に○を付けて下 さい。

ω 課金は していない。

{2}事 務所 レベルで課金して いる。

{3}部 または課 レベルで課金 している。

(4}端 末 ごとに課金 している。

㈲ その他(
『
(6}そ の他(

)

)
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4.貴 社のネッ トワーク課金 システムは、どのよ うな方法で課金データを収集 していますか?

該当す る番号に○ を付けて下 さい。

{1}磁 気 テープで収 集

(2}オ ンラインで収集

③ 帳表で収集

{4}そ の他( )

5.会 計情報 は、課金に使用するほか、どのようなことに利用 していますか?

該当する番号にOを 付けて下さい。

{1}シ ステム/設 備の増設等の計画策定に利用 している。

(2}そ の他( )

6.会 計管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下 さい。

D(貴 社のネッ トワーク管理に関 して現在お困りの事、今後の課題等 ございま したらなんで もお書 き下 さい。
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X.OSIで 検討 している 「OSIネ ットワーク管理」にっいて、お答え下さい

i現 在、OSIの 検討の一項目として 「ネ ットワーク管理Jが あるのは御存知ですか。

① 知 っている

② 知 らない

2「 知 っている」場合、 「OSIネ ッ トワーク管理」に対するご意見に最 も近いものに○をつけて下 さい。

① 大変期待 している(数 年後 にOSIを 利用 したネッ トワー ク管理 システムが実現する)

② 近 い将来はユーザ にとって大 きなメ リットは無いが、将来的には期待 している

③ あまり期待 していない

3「 あまり期待 して いない」と答えた場合、その理 由は何ですか。

① 各ベ ンダーでOSI準 拠の製品が主流 となると思えない

② 現有の機器に対 して まで、OSI準 拠に変更することは考えられない

③ 将来的にも単一アーキテクチャを基本 としているので、そのアーキテクチャに特化 した

ネ ットワーク管理 システムを考えている

④ その他

以上で本ア ンケー トに関する質問事項は終 りです。

ご協力あ りが とうございま した。
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